
令和６年度 鹿児島市小中連携研修（中郡小・鴨池小・鴨池中グループ）のまとめ 

鹿児島市立中郡小学校 

１ 主題 

 

 

２ 主題設定の理由 

変化の激しい社会をこれから担っていく子どもたちに必要な「生きる力」を育むため、確かな学力・健やかな

心と体の育成が学校教育に求められている。学校教育の現場でも様々な変革が求められる中、同地域に生活

する児童・生徒の健全育成や学力向上、及び児童・生徒に寄り添う教育を目指し、引き続き小中学校間で情報

交換をしながら各校の特性を生かした実践や提言を共有することが有意義であると考え、主題を設定した。 

 

３ 研究の視点 

    A 学習指導       基礎・基本の習得を目指し、特性に応じた指導の工夫 

    B 生徒指導       情報交換及び組織的な生徒指導の在り方 

    C 特別支援教育   支援の必要な児童・生徒に対する手立て 

    D 小中の接続     情報交換及び円滑な接続のための手立て 

※ 養護教諭は情報交換後、養護教諭部会を実施。 

 

４ 研究の実際 

 （１） 研修の流れ 

      ４月２４日               ３校担当者会（中郡小学校） 

      ４月２５日～６月１０日     各視点についての課題及び取組についての話合い・資料作成 

      ６月２１日               小中連携研修会（中郡小学校） 

                              〇 授業参観 

                              〇 分科会 

                              〇 全体会 

      ６月２４日～７月５日       各分科会での決定事項のまとめ・確認、研修会の反省 

      ７月８日～               共通実践事項の実践 

 

 

 

 

 

 

 

子ども一人一人のよさを生かし、生きるちからをはぐくむ小中連携研修 



 （２） 小中連携研修会のまとめ 

【各校の現状や課題と共通実践事項】 

 

５ 次年度への引継ぎ 

 ・令和７年度の担当校は、鴨池中学校となる。 

 ・Ｄ分科会の参加者は旧６年担任と中１担任とし、気になる児童生徒についての情報交換の場とする。 

  （「引継ぎの時間が少ない」、「Ｂ部会と話す内容に重なりがあった」という理由から。） 

 ・決定したことが実践できているか、定期的にふり返る機会を設けながら継続的に行っていく。 

 ・新年度は職員の入れ替えがあるため、年度当初の早いうちに共通実践事項を再度確認する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

分科会 現状や課題 共通実践事項 

A学習指導 

・忘れ物が多い。 

・タブレットの持ち帰りは、それぞれの

学校の実情に合わせて実施。 

 鴨小：週１回 

 中郡：長期休み中 

 鴨中：学校に来られない生徒のみ 

・持ち物を宅習帳や連絡帳にメモをさせる。週報

や PTAで保護者にも周知する。 

・中学校のテスト期間にノーメディアデーを設定。

または、メディアコントロールを意識づける機会に。 

・２分前着席、１分間黙想。 

B生徒指導 

・各校で不登校、長欠、保健室登校

の児童生徒がいる。 

・不登校生徒について、小学校の兄

弟姉妹との連携がとれてきた。 

・廊下歩行について指導中。 

・引継ぎ事項として、保護者と連絡がつくか、つか

ない場合はどう対応するかの項目を設ける。 

・各校の、髪型や携帯の持ち込みについてのきま

りを共有する。 

C特別支援教育 

・工夫して支援部会を行っている。 

・支援が必要な子の差や、同じクラス

にいる学年の差が大きい。 

・自立活動の工夫が必要。 

・５・６年生の体験入学や合同学習会の継続。 

・レクリエーションに小学校からの要望も入れる。 

・小学生のうちから、保護者に進路についての話

をしていく。 

・総合教育センターや県教委の資料活用。 

D小中の接続 

・３月の引継ぎでメモした情報と、実

際の生徒とが結びついてきた。 

・周りになじめない、物が紛失するな

ど気になることも出ている。 

・子どもたちが安心して進学できる

手立てを検討、実施。（授業の乗り入

れ等） 

・旧６年担任と中１担任が、気になる児童生徒に

ついての情報交換をする場とする。 

・スズキ校務を使って、６年間の生徒指導上の情

報を積み重ねておく。 

・電話での相談を今後も積極的に行う。 

・入学説明会が、施設参観だけでなく授業参観や

ミニ授業体験等ができる機会となるようにする。 



令和６年度 鹿児島市小・中連携研修（中郡小・鴨池小・鴨池中グループ）研修会反省 

 

【各学校からの反省】 

 

１．授業参観について 

  ・一生懸命に授業に参加する小学生の様子を見られて心が安らいだ。 

  ・参観を通して、興味関心や好奇心をもとに授業を組み立てていくことの大切さを実感した。 

  ・タブレット端末をどのように活用しているか、参観を通して見ることができてよかった。 

 

  ・閉め切られている教室がありました。入ってはいけない状況ならば貼り紙等で案内して欲しいと思いまし

た。（複数） 

  ・１年生がロイロノートを活用して楽しく学習していました。 

  ・下学年でも、ロイロを活用しているクラスは子供たちが使い慣れている感じがして、学ぶべきところが多か

ったです。 

  ・子供たちが落ち着いて学習に取り組んでいる様子がうかがえました。 

 

２．分科会について 

  ・グループ作りの工夫が必要。 

  ・どの部会も活発に話合いがなされ、それぞれの学校の現状を知ることができてよかった。 

  ・中学校から課題を挙げていただき、小学校で実践すべきことが分かってよかった。 

  ・「健康診断のお知らせ」を三枚そろえて作成することができた。（養教） 

  ・保健室登校の児童生徒について、情報交換を行うことができた。（養教） 

  ・詳しい話合いの場、時間がほしい。（進学・就学・中学校での学習や授業・定期テストについて） （特支） 

  ・夏休みに特支の小中連絡会をしたい。（特支） 

 

  ・少し長い気がした。分科会を短くし，全体会の指導助言の時間を増やしてはどうか。 

  ・小中接続では、小中それぞれの校則が大きく異なっている部分があり、その部分を中学入学後に保護者

からクレームのようなかたちで指摘されることがある。このようなことが極力起こらないように小中間でお互

いの校則の共通理解を図り、保護者にも理解を得るような働きかけが必要であると思う。 

  ・各学校の実態や、どのように指導や支援を進めているかを情報交換することができてよかった。 

 

  ・生徒指導と小中接続の話し合い内容に重なりを感じました。 

  ・特別支援の会の始まりが遅れました。 

  ・一分前着席に取り組めるようにしたい。 

  ・他校の先生方と意見交流ができてよかった。 



  ・机の配置の仕方にもう少し工夫があればよかった。コの字型や小グループなど。  

  ・話し合いだったのか、中学校からの要望を聞く時間だったのか疑問が少し残った。 

  ・小中接続の分科会では、小中が連携しての乗り入れ授業や TT 授業、中学校の施設を使っての小学生

の体験などについて話題にしてほしかったです。生徒指導の話が中心になってしまい、わきに追いやられた

感じがありました。 

  ・スズキ校務の生徒指導欄に記録されている内容を小中相互に閲覧できるようにする要望を各校から市

教委に出すということだったので、そうなると業務改善にもつながると思う。 

 

３．全体会について 

  ・年に１回なので、共通実践のふり返りなどができない。 

   情報交換のみの回が２～３回あってもよいのではないか。 

  ・時間設定等、よかったと思う。 

 

  ・指導助言の時間を（分科会の時間を少し削った上で）増やしてもいいのではないか。 

 

  ・必要でしょうか。分科会に時間を割いてもいいと思います。（複数） 

  ・分科会の会場でチームスなどをつないでその場で全体会ができたらよい。 

  ・各分科会の話し合いの内容を知ることができたのは良かった。 

  ・分科会の時間をもう少し長くとれるように全体会はなしでもよいと感じた。各分科会をリモートで共通理

解事項や話し合ったことなどを共有できれば移動時間や体育館の準備、片付けなども必要ではなくなると

思った。 

 

４．その他 

  ・研修で事前に話合いができたのがよかった。（複数） 

  ・６年生が会場準備をしてくれてありがたかった。（複数） 

  ・金曜日だったので、下校にバタバタした。火～木でもよいかも。（複数） 

  ・先生方の靴を置く場所があったらよかった。もしくは受付を体育館にすれば、靴を体育館に置いてから授

業参観という動線ができたかも。 

 

  ・各学校の係の先生方、準備・運営等、お疲れ様でした。ありがとうございました。 

  ・担当の先生任せになってしまっているところがあったので、もう少しできることを行えばよかったと感じまし

た。ありがとうございました。 

 

  ・中学校にとっては、小中連携がそこまで重要だと考えられていないのかと思ってしまう。 

 



【来年度への引継ぎ】 

 

 ・令和７年度の担当校は、鴨池中学校となる。 

 ・決定したことが実践できているか、各学校で定期的にふり返る機会を設けながら、実践事項を継続的に行

っていく。 

 ・新年度は職員の入れ替えがあるため、年度当初の早いうちに共通実践事項を再度確認する必要がある。 

  また、研修会当日までに校内研修で話合いの場を設けたことで、学校としての現状や課題・実践事項に対

する反省等をまとめることができた。このことで、４月に入った職員も当日の話合いに参加しやすかったと

感じる。 

 ・分科会について、「長い」（おそらくＡ分科会？）、「もっと時間が必要」という両方の意見があった。そこで、

以下のようにしてみてはどうか。 

 ①Ｄ分科会の参加者は旧６年担任と中１担任とし、気になる児童生徒についての情報交換の場とする。 

  （「引継ぎの時間が少ない」、「Ｂ部会と話す内容に重なりがあった」という理由から。） 

 ②Ｄ分科会で話題になった、乗り入れ授業やＴＴ授業の行い方など（小中が連携した授業ができないか）を

Ａ分科会での話題の１つにする。 

 ・全体会の時間や行い方について、要検討。 


